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カ
ッ
コ
イ
イ
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　お
も
し
ろ
い
！

話
題
の
名
品
、
勢
ぞ
ろ
い
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鳥
獣
戯
画
の「
断だ

ん

簡か

ん

」っ
て
何
？

絵
巻
を
は
じ
め
と
す
る
巻
子
状
の
作
品
は
、
料
紙
を
何
枚
も
糊の

り
で
継
ぎ
、
長
い
横
長
の
画
面

を
形
作
っ
て
い
ま
す
。
伝
来
の
過
程
で
糊
離
れ
な
ど
を
起
こ
し
、
本
体
か
ら
別
れ
、
掛
軸
な

ど
に
仕
立
て
直
さ
れ
た
も
の
を「
断
簡
」と
呼
び
ま
す
が
、
鳥
獣
戯
画
に
も
5
つ
の
断
簡
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、う
ち
4
つ
が
甲
巻
、1
つ
が
丁
巻
に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。（
土
屋
貴
裕
）

明み
ょ
う
え
し
ょ
う
に
ん

恵
上
人
と
紀
州
ゆ
か
り
の
品

高
山
寺
中
興
の
祖
・
明
恵
は
紀
州
有
田
郡
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
京
都
の
神
護
寺
な
ど
で
修
行
し
ま

す
が
、
20
代
か
ら
30
代
に
か
け
て
の
10
年
間
を
、
再

び
紀
州
の
地
で
過
ご
し
ま
す
。
紀
州
滞
在
時
の
様
々

な
事
跡
は
、
明
恵
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
位
置
を

占
め
て
お
り
、
本
展
で
は
明
恵
と
紀
州
ゆ
か
り
の
個

性
的
な
作
品
も
展
示
し
て
い
ま
す
。 

（
土
屋
貴
裕
）

断
簡
は
甲
巻
以
外
に
も
！

本
展
に
は
、
現
存
作
品
で
は
甲
巻
以
外
の

唯
一
の
断
簡
も
出
品
さ
れ
ま
す
。
太
く
淡

く
、
そ
し
て
軽
や
か
な
筆
致
は
丁
巻
に
一

致
。
競
馬
の
準
備
段
階
と
思
わ
れ
る
馬
上

の
2
人
の
人
物
と
、
相
撲
を
と
る
2
人
の

人
物
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

◉鳥獣戯画  甲巻　平安時代・12世紀　京都・高山寺蔵

鳥獣戯画  断簡　平安時代・12世紀　東京国立博物館蔵

蘇
そ

婆
ば

石
いし

・鷹
たか

島
しま

石
いし

　
鎌倉時代・13世紀　京都・高山寺蔵
明恵が紀州鷹島で拾った2つの石。「紀州の海辺
を洗う水も元をたどれば天竺（インド）から流れた
もので、この石には釈迦のおもかげが宿っている」
と生涯護持したとされます。

◎仏
ぶつ

涅
ね

槃
はん

図
ず

　
鎌倉時代・13世紀　和歌山・浄教寺蔵
明恵の思想を反映して作られたと考えら
れる仏涅槃図。本図の伝わった浄教寺
は明恵ゆかりの最勝寺の寺宝を受け継
いだとされます。

＊会期中一部展示作品、および展示
場面の変更を行います。「鳥獣戯画」
については、全4巻の各前半部分が前
期（4月28日〈火〉～ 5月17日〈日〉）、
後半部分が後期（5月19日〈火〉～ 6
月7日〈日 〉）に展示されます。

| 開催概要 | 主催：東京国立博物館、
高山寺、朝日新聞社／特別協賛：髙
島屋／協賛：カネカ、三井物産、凸
版印刷／協力：集英社、ビックカメ
ラ、三井住友銀行、あいおいニッセ
イ同和損保／観覧料金：一般1,600
円（1,300円）、大学生1,200円（900
円）、高校生900円（ 600円） ＊（ ）
内は20名以上の団体料金。中学生
以下無料  ＊障がい者とその介護者
1名は無料／お問合せ：ハローダイ
ヤル 03-5777-8600／展覧会公式
サイト：http://chojugiga2015.jp/

平成館 特別展示室 ┃～6月7日（日）

展覧会会期も後半に！！ 本展では、修理後東
京では初公開となる甲・乙・丙・丁の4巻以外に
も、貴重な鳥獣戯画の「断簡」が展示されてい
ます。この「断簡」はもともと絵巻の一部だった
もの。鳥獣戯画成立の謎を解く重要な要素でも
あるのです。

※◉は国宝、◎は重要文化財、○は重要美術品を表します。特に表記のないものは東京国立博物館所蔵です。

こ
ち
ら
も
注
目
！

チェック！

画面左手の黒点？
これは鳥獣戯画 甲巻に描
かれた、風にそよぐ萩の花
の続き！ この断簡が、本来、
甲巻第16紙の直前に位置
していたことがわかります。

ココに入っていた？！

鳥獣戯画  断簡　鎌倉時代・13世紀　滋賀・MIHO MUSEUM蔵

チェック！

あれ？ 印がない？
断簡には、料紙の継ぎ目の
部分に「高山寺」印がありま
せん。印は絵の散逸を防ぐ
ために室町時代以降に押さ
れたものと考えられており、
断簡として分かれた時期を
推定することができます。
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クレオパトラ
プトレマイオス朝時代（前 1世紀前半）
トリノ・エジプト博物館蔵
©Archivio Soprintendenza per i Beni 
Archeologici del Piemonte e del Museo 
Antichità Egizie

アメンヘテプ3世の
王妃ティイのレリーフ
新王国・第18王朝時代
アメンヘテプ3世治世
（前1388～前1350年頃）
ブリュッセル・ベルギー王立
美術歴史博物館蔵
©Royal Museums of Art and 
History, Brussels

関連イベント
記念講演会
①「クレオパトラとエジプトの王妃」  事前申込制
日時：7月11日（土）　13:30～15:00（13：00開場予定）
講師：クリスティアーヌ・ジェグレール
（ルーヴル美術館古代エジプト美術部門名誉部長／本展監修者）

②「遺跡に見る古代エジプトの女王・王妃たち：発掘調査の現場から」  事前申込制
日時：9月5日（土）　13:30～15:00（13：00開場予定）
講師：近藤二郎（早稲田大学文学学術院教授／本展監修者）
会場：平成館大講堂　
定員：380名（事前申込制、応募者多数の場合は抽選）
聴講無料（ただし本展覧会の観覧券が必要。半券でも可）
申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号・
希望する日にちの番号（①もしくは②）を、「返信用表面」に郵便番号・住所・氏名を明記
のうえ、下記までお申し込みください。
＊1枚のはがきで最大2名の申込可。2名の場合は、それぞれの氏名を必ず明記してください。
申込先：〒150-8551　東京都渋谷区渋谷1-3-9東海堂渋谷ビル3F
ユース・プラニング センター内　「クレオパトラ展」記念講演会（①もしくは②）係
申込締切：① 6月10日（水）、②7月21日（火）必着

キッズデー  当日受付

子どものための特別な鑑賞日です。未就学児や赤ちゃんも大歓迎！　キッズデーだけの
特別企画として、子ども向けのギャラリートーク、夏休みの自由研究にもぴったりのワー
クシート、記念撮影コーナーなども設置します。
日時：7月27日（月）10：00～15：00（入館は14：30まで）
対象：中学生以下、および同伴の保護者・付添者（小・中学生だけでの参加も可）
参加費：中学生以下無料、同伴の保護者・付添者は本展覧会の観覧券が必要、半券不可
＊当日は、総合文化展はご覧いただけません。
＊当日は、常設ミュージアムショップ、レストランはご利用いただけません。

| 開催概要 | 主催：東京国立博物館、NHK、NHKプロモーション、朝日新聞社／後援：外務省／協賛：大日本印刷、トヨタ自動車／協力：日本航空、KLMオランダ航空／制作協力：The Grimaldi Forum 
Monaco、ファクト・コンセプトゥール社／観覧料：一般 1,600円（1,400円／1,300円）、大学生 1,200円（1,000円／ 900円）、高校生 900円（700円／600円）　＊（ ）内は前売 / 20名以上の団体料金　
＊中学生以下無料　＊障がい者とその介護者1名は無料（入館の際に障がい者手帳などをご提示ください） ＊前売券は5月11日（月）～7月10日（金）、東京国立博物館正門チケット売場（窓口、開館日のみ）、
展覧会公式サイト、主要プレイガイドほかで販売／お問合せ：ハローダイヤル　03-5777-8600／展覧会公式サイト：http://egypt2015. jp

平成館 特別展示室 ┃7月11日（土）～9月23日（水・祝）

トーハクでは、実に15年ぶりとなる古代エジプトの特別
展です。今回のテーマは古代エジプトの王妃や女王。クレ
オパトラをはじめとする王妃や女王ゆかりの作品、約200
件が集結します。
今号では、本展の担当研究員による誌上ギャラリートーク
を開催。展覧会前に、注目作品をチェックしましょう！

本展担当：品川研究員

ウジャト眼の胸飾
新王国・第18王朝時代
（前1550～前1292年頃）
ウィーン美術史美術館蔵
©Kunsthistorisches 
Museum Vienna

クレオパトラに並ぶ注目作品！ 
王妃ティイの家令を務めたウセルハトの墓に施されていたレリーフ
です。レリーフのあった墓の所在は長らく不明でしたが、近年、早
稲田大学の近藤二郎教授によって約 100 年ぶりに再発見され話題
となったので、ご存知の方がいらっしゃるかもしれません。王妃ティ
イの目線の先には、夫のアメ
ンヘテプ 3 世の姿が浮彫
りにされていました。
彼女のまなざしの
温かさに、王への
深い愛情を感じま
せんか？

クレオパトラゆかりの貴重な彫像 
ご存知でしょうか？　クレオパトラ女王の暮らした王宮などは、後に
海底に沈んでしまったため、彼女に関わる作品はほとんど残されてい
ません。本展には、そんなクレオパトラゆかりの貴重な作品も出品さ

れます。この彫像の巻き髪の表現
やその制作技術は彼女が生き
たプトレマイオス朝時代の特
徴を示すものと考えられてい
ます。絶世の美女と伝わる
クレオパトラ。ちなみに、
私は正面から見た顔がいち
ばん好きです。

王朝の繁栄をしのぶ華やかさ    
中央にあしらわれているのは、幸福と繁栄を象徴する「ウジャト眼」です。
金製の護符やさまざまな素材のビーズを組み合わせたこの胸飾からは、古代
エジプト最盛期ともいわれる第 18 王朝時代の富と力がうかがわれますね。

世界中から古代エジプトの名品が集結！

東
洋
館
で
も
古
代
エ
ジ
プ
ト
関
連
の
企
画
を
開
催
し
ま
す
！

注目作品 誌上ギャラリートーク
わたしのおすすめ作品をご紹介します

部分



　 関連企画
　 ワークシート
東洋館で、ワークシートを無料配布します。
夏休みの自由研究にもお役立てください。

　 ファミリーワークショップ   
　 「親子でエジプト探検 in ナイト・ミュージアム」
夜の博物館で展示を見たり、ミイラをテーマにしたバー
チャル・リアリティ映像を見てミイラの謎に迫ったり、わく
わく楽しい探検をしてみませんか？
日時：8月22日（土）18：00～20：00（17：30集合）
会場：東洋館3室、TNM&TOPPANミュージアムシアター
対象：小学生とその保護者
定員：10組（応募者多数の場合は抽選）
参加費：無料
申込方法：当館ウェブサイトのフォームでお申し込みください。
申込締切：8月6日（木）必着
※インターネットからのお申し込みができない方は、お電話でお
問い合わせください。
TEL：03-3822-1111（代） 教育普及室

　 VR作品「パシェリエンプタハのミイラ（仮題）」
TNM＆TOPPANミュージアムシアターの最新プログラム
です。夏休み期間中は、小・中学生は無料！
無料期間：7月22日（水）～ 9月13日（日）
＊詳細は本誌15ページ参照
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穀倉での在庫調べ
エジプト　中王国時代・前20 年頃
上エジプト出土
お墓の中に一緒に納められました。
死後も食物が十分にあるかどうか、役人が調べています

パシェリエンプタハのミイラ
エジプト　
第3中間期（第22王朝）・前945～前730年頃
テーベ出土　エジプト考古庁寄贈
体は布でおおわれています。ミイラはどう
やって作られたのでしょう？
画像：凸版印刷株式会社

1 2

古代エジプトでは死んだらどうなる？

古代エジプトでは、 　　　
　　動物も神さまだった！？

死後も生前と同じような生活を送ります！？
古代エジプトでは、死んだ後も、生きていた時と同じように、
飲んだり、食べたり、遊んだりすると信じられて
いました。そのため、死んだ体が腐らないよう
にミイラにして、死後の世界でも暮らしてい
けるようにと考えました。

 

今
年
は
東
洋
館
！

ミ
イ
ラ
と
エ
ジ
プ
ト
の
神
々

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
ミ
イ
ラ
が
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
の
は
、日
本
で
は
ト
ー
ハ
ク
だ
け
！
　

古
代
エ
ジ
プ
ト
人
は
、な
ぜ
、ミ
イ
ラ
を
つ
く
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

親と子の
ギャラリー

古代エジプトの神話に登場する神さまは、変わった
姿をしていました。なかには頭は犬や猫、ライオン
などの動物なのに体は人間の神さまも。神々にはそ
れぞれ得意分野があって、とても個性的です。

トーハクくん ユリノキちゃん

東京国立博物館公式キャラクター

うわー！ 本物のミイラだ！

一体何をしているの？

バステト女神像
末期王朝時代後半
～プトレマイオス
朝時代初頭・前
5世紀～前4世
紀頃
百瀬治・富美
子氏寄贈

　猫の頭を持つ女
神。音楽、保護、多
産などを象徴する神
様です

トト神
しん

像
末期王朝時代・
前664～前332年頃
百瀬治・富美子氏寄贈
トキは「知恵の神」トトを表

す動物として尊
ばれました

アメン神官のウシャブティ
エジプト　末期王朝時代・
前664～前332年頃
エジプト出土
百瀬治・富美子氏寄贈

「兵士の長」のウシャブティ 1.

2.

ミイラになったご主人の
お世話をすると考えられました。
1年分として365体が用意された
ことも！

小さなお人形…？

東洋館3室

7月22日（水）

9月13日（日）
〜

0 0



10 0 0 年後の未来に    バトンタッチ！

　

当
館
で
は
エ
ッ
ク
ス
線

ス

キ
ャ
ナ
ー
3
台
で
構
成
す
る
透
視

検
査
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
1
年

あ
ま
り
の
試
験
稼
動
を
経
て
、
こ

の
ほ
ど
正
式
運
用
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ
ー
は
、
エ
ッ
ク
ス

線
を
用
い
て
人
や
物
の
内
部
構
造

を
断
層
撮
影
す
る
装
置
で
す
。
従

来
の
エ
ッ
ク
ス
線
調
査
よ
り
文
化

財
の
構
造
を
3
次
元
的
に
捉
え
る

こ
と
が
容
易
に
な
り
、
文
化
財
の

内
部
情
報
の
取
得
、
構
造
や
劣
化

状
況
な
ど
の
調
査
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
導
入
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
は

文
化
財
用
と
し
て
最
新
鋭
か
つ
世

界
最
大
級
の
も
の
で
構
成
さ
れ
ま

す
。
２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
型

の
文
化
財
や
、
ミ
イ
ラ
な
ど
の
立

て
る
こ
と
の
で
き
な
い
文
化
財
の

断
層
撮
影
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
単
位
で
の
高

精
細
高
解
像
度
で
の
撮
影
を
行
う

こ
と
も
で
き
、
文
化
財
の
状
態
調

査
の
限
界
が
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

　

撮
影
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報

は
、
製
作
技
法
の
解
明
や
適
切
な

修
理
方
法
の
設
計
な
ど
に
役
立

ち
、
文
化
財
の
調
査
研
究
や
保
存

修
復
に
寄
与
し
ま
す
。（

荒
木
臣
紀
）

文
化
財
用
エ
ッ
ク
ス
線

ス
キ
ャ
ナ
ー

シ
ス
テ
ム
の
導
入

▲撮影した画像を3D画像として構成することも可能 ▲大型エックス線CTスキャナー（左：垂直型、右：水平型）

◀CTスキャナーによる「パシェリエンプタハのミイラ」（本誌4ページ参照）撮影画像。
腹部の詰め物や首の骨が折れていることが観察できます

保
存
と
修
理
情
報
29
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新
た
に
ト
ー
ハ
ク
に
収
蔵
さ
れ
た
作
品
・
40
件
を
公
開
！

特
集 
平
成
26
年
度 

新
収
品

文
化
財
の
収
集
は
博
物
館
の
重
要
な
使
命
の
ひ
と
つ
。
昨
年
度
の
新
収
蔵
品
に
は
、
日
本
を
は
じ
め
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
さ
ら
に
は
イ
ラ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
と
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら
の
文
化
財
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
な
か
か
ら

4
件
の
作
品
を
ご
紹
介
！

円
えん

形
けい

切
きり

子
こ

碗
わん

イラン　ササン朝時代・6世紀　
百瀬治・富美子氏寄贈

古代ペルシアで流行したおしゃれな器
ササン朝ペルシア帝国で盛行したガラス器。表面を覆うまるい切子は、円盤形の回転砥石
によるもので、一つひとつが丁寧に削り出されています。製作当時の器は、切子装飾を透っ
た光に演出され、美しく輝いていたことでしょう。

桜
おう

下
か

美
び

人
じん

図
ず

長沢芦雪筆　江戸時代・18世紀

鬼才・長沢芦雪が描いた希少な美人画
しだれ桜の下、豪華な装いの娘と侍女。円山応
挙門下の鬼才、芦雪の希少な日本美人画です。
生彩な目、精緻な髪の生え際、着物の入念な描
写が秀逸。右袖に舞い落ちる花びらをとらえ、
右下に蝶を舞わせて動感を生んでいます。

古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

巻
まき

第
だい

一
いち

断
だん

簡
かん

（関
せき

戸
ど

本
ぼん

）  伝藤原行成筆　平安時代・11世紀
珍しいカタカナを交えた平安の書
染紙を色変わりで配して、平安時代の優美な仮名で書写されています。『古今和歌
集』巻第一の部分ですが、カタカナを交えているのが珍しいです。このつれが愛
知・関戸家に伝わったため「関戸本」と呼ばれています。

万葉の歌「妹がため」  高木聖鶴筆　昭和 63年（1988）　高 木聖鶴氏寄贈
かなの書の第一人者の力を堪能
高木聖鶴（1923 - ）は岡山の生まれ。若い頃から日中双方の書法を学びましたが、
特にかなの書の大家として平成25年の文化勲章を受章しました。万葉仮名を大胆
に配したこの作品は書家の幅広い力量を示しています。

シンシューヒンって
なんだほ？

「新」たに
「収」蔵された
作「品」のことよ！

5月19日（火）

～

5月31日（日）

本館特別2室



注目

注目

6

　長
ら
く
閉
室
し
て
い
た
平
成
館
企
画
展
示

室
で
、い
よ
い
よ
展
示
が
始
ま
り
ま
す
。

　キ
リ
ス
ト
教
派
の
一
つ
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
は
、
聖
母
マ
リ
ア
へ
の
信
仰
が
篤
い

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
16
世
紀
半
ば
に

日
本
で
布
教
を
始
め
た
イ
エ
ズ
ス
会
や
托

鉢
修
道
会（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
、
ド
ミ
ニ
コ

会
）も
カ
ト
リ
ッ
ク
の
会
派
で
し
た
。
当
館

所
蔵
の
キ
リ
シ
タ
ン
関
係
遺
品
の
中
に
も

マ
リ
ア
信
仰
を
示
す
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
キ
リ
ス
ト
教
受
容
期
に
も
た
ら
さ
れ
た

絵
画
や
銅
版
画
に
は
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

信
仰
さ
れ
た
聖
母
子
像
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
同
時
期
に
日
本
人
信
者
が
作
っ
た
祈

禱
書
に
は
、
聖
母
マ
リ
ア
を
讚
え
る
聖
歌
の

歌
詞
が
ひ
ら
が
な
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
江

戸
幕
府
に
よ
り
本
格
的
に
キ
リ
ス
ト
教
が

禁
止
さ
れ
る
と
、
信
者
た
ち
は
潜
伏
し
、
白

磁
の
観
音
像
を
聖
母
マ
リ
ア
に
見
立
て
て

祈
り
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
観
音
は

　大
彦
は
、大
黒
屋・野の

口ぐ
ち

彦ひ
こ
兵べ

衛え（
1

8
4
8
〜
1
9
2
5
）の
手
掛
け
る
き

も
の
デ
ザ
イ
ン
や
染
の
技
術
に
よ
っ
て

一
世
を
風
靡
し
た
呉
服
商
で
す
。

　野
口
は
明
治
8
年（
1
8
7
5
）、

東
京
日
本
橋
橘
町
に「
大
彦
」を
開
業
。

新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
に
は「
も
の

に
対
す
る
見
聞
を
広
く
し
、
鑑
識
を
高

め
、
そ
の
取
捨
に
明
敏
で
な
け
れ
ば
」

と
考
え
た
野
口
は
、
明
治
20
〜
30
年

代
に
か
け
て
、
江
戸
時
代
の
小
袖
を
数

多
く
蒐
集
し
ま
し
た
。
こ
の
小
袖
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
見
た
若
き
日
の
永
井
荷
風
は「
限

り
知
れ
ぬ
美
感
に
酔
ひ
し
」と
そ
の
感
動
を
表

し
ま
し
た
。

　本
特
集
で
は
、
コ
レ
ク
タ
ー
野
口
彦
兵
衛

の
視
点
を
踏
ま
え
、
大
彦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か

ら
選
り
す
ぐ
り
の
小
袖
を

展
示
し
ま
す（
講
演
会
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
は
本
誌
12
ペ
ー

ジ
参
照
）。
染
繡
の
技
巧
を
凝
ら
し

た
華
麗
な
意
匠
美
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

 

（
高
木
結
美
）

総 合 文化 展  ｜  見どころ案 内

◎小
こ

袖
そで

白
しろ

練
ねり

緯
ぬき

地
じ

松
まつ

皮
かわ

菱
びし

竹
たけ

模
も

様
よう

安土桃山～江戸時代・
16～17世紀
徳川家康が狂言師・鷺正次に
下賜したと伝わる小袖です

◎聖母像（親指のマリア）
イタリア　17世紀後期
長崎奉行所旧蔵
通称「親指のマリア」。当館の
キリシタン関係遺品の中でも、
特に美しいマリアといわれて
いる像です

部分

振
ふり

袖
そで

白
しろ

縮
ちり

緬
めん

地
じ

梅
ばい

樹
じゅ

衝
つい

立
たて

鷹
たか

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀
衝立にとまる雄々しい鷹が、
色使いも鮮やかに染められ
た友禅染の逸品

マ
リ
ア
観
音
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

禁
教
時
代
の
日
本
に
う
ま
れ
た
マ
リ
ア
信

仰
と
い
え
ま
す
。 

（
神
辺
知
加
）

◎マリア観音像
中国・徳化窯
明～清時代・17世紀
長崎奉行所旧蔵
長崎県浦上（現長崎市）
で起きた激しいキリス
ト教信者の弾圧のとき
の没収品。リーダー格
の信者の持ち物だった
といわれています

※
会
期
中
一
部
作
品
の
展
示
替
え
を

行
い
ま
す
。

　前
期
：
〜
7
月
5
日
（
日
）

　後
期
：
7
月
7
日
（
火
）〜

※
こ
こ
に
掲
載
し
た
作
品
は
、
す
べ
て

全
期
間
展
示

注目の 展 示

先
見
の
小
袖
集
成
、
ト
ー
ハ
ク
に
大
彦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
あ
り

 

特
集「 

呉
服
商『
大だ

い

彦ひ
こ

』の

小
袖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

６
月
９
日（
火
）〜
８
月
２
日（
日
）

●
本
館　

特
別
１
室
・
特
別
２
室

つ
い
に
展
示
を
再
開
し
ま
す
！

 

特
集「 

キ
リ
シ
タ
ン
関
係
遺
品
に
み
る

 

聖
母
マ
リ
ア
信
仰
」

7
月
7
日（
火
）〜
8
月
30
日（
日
）

● 
平
成
館　

企
画
展
示
室
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　江
戸
時
代
、
漆
工
や
金
工
と
い
っ
た
工
芸
の
世
界
で
は
、
泰

平
な
世
情
や
武
家
・
町
人
お
の
お
の
の
文
化
の
成
熟
を
背
景
に
、

多
彩
な
内
容
・
主
題
・
形
態
の
文
房
調
度
類
が
制
作
さ
れ
ま
し

た
。
動
植
物
を
分
類
・
体
系
化
す
る
博
物
学
の
発
展
を
背
景
と

し
、
形
状
や
文
様
の
写
実
的
な
表
現
に
成
功
し
た
も
の
も
現
れ

ま
す
。
用
途
機
能
を
こ
え
た
、
鑑
賞
性
の
高
い
巧
緻
な
造
形
が

志
向
さ
れ
始
め
た
の
で
す
。
元
来「
鎮ち
ん
」つ
ま
り「
重
し
」で
あ
っ

た「
自
在
置
物
」は
そ
の
代
表
で
、
写
実
性
の
み
で
な
く
、
曲
げ

伸
ば
し
な
ど
自
由
自
在
な
動
き
が
可
能
で
す
。
実
は
ト
ー
ハ
ク

は
自
在
置
物
の
宝
庫
。
さ
ら
に
近
年
寄
託
さ
れ
た
５
点
を
加

え
、
充
実
の
陣
容
で
皆
様
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
伊
藤
信
二
）

　島
根
県
の
日
御
碕
神
社
の

白し
ろ

糸い
と

威
お
ど
し
の

鎧よ
ろ
い

は
、
幕
末
に
は

威お
ど
し

糸い
と

な
ど
が
傷
ん
で
い
た
た

め
、
文
化
2
年（
1
8
0
5
）、

当
時
の
松
江
藩
主
・
松ま
つ

平だ
い
ら

治は
る

郷さ
と（
号
不ふ

昧ま
い
）の
命
に
よ
っ
て
、

江
戸
で
修
理
さ
れ
現
在
の
姿

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
に

取
り
外
さ
れ
た
残
欠
類
や
修

理
記
録
も
残
さ
れ
て
、
江
戸

時
代
に
お
け
る
文
化
財
の
模
範
的
な
修
理
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
今
ま
で
公
開
す
る
機
会
の
な
か
っ

た
残
欠
類
や
修
理
記
録
の
文
書
、
修
理
前
の
様
子
を
写
し
た
模

写
図
な
ど
を
ま
と
め
て
陳
列
し
ま
す
。
白
糸
威
鎧
に
な
ら
っ
て

安
政
3
年（
1
8
5
6
）に
修
理
さ
れ
た
重
文「
黒く
ろ

韋か
わ

肩か
た

裾す
そ

取ど
り

威お
ど
し
の

腹は
ら
巻ま
き
」も
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
池
田
宏
）

　こ
の
展
示
で
は
、
江
戸

城
と
、
そ
の
鬼
門（
北
東
）

に
あ
た
る
上
野
の
台
地
に

建
立
さ
れ
た
寛
永
寺
を
と

り
あ
げ
ま
す
。
江
戸
城
は
、

頻
発
す
る
火
災
に
よ
っ
て
、

幕
末
に
は
主
要
な
建
物
の

ほ
と
ん
ど
を
失
い
ま
し
た
。

ま
た
寛
永
寺
は
、
慶
応
4

年（
1
8
6
8
）彰し
ょ
う

義ぎ

隊た
い

の

戦
い
で
、
伽が

藍ら
ん
の
多
く
を
焼

失
し
、
そ
の
跡
地
に
上
野
公

園
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
か

つ
て
将
軍
の
権
勢
を
誇
っ

た
こ
れ
ら
の
地
は
、
日
本
の

象
徴
と
い
え
る
皇
居
、
あ
る

い
は
文
化
を
発
信
す
る
施

設
の
集
合
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
T
N
M
& 

T
O
P
P
A
N
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
シ
ア
タ
ー
と
連
動
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
示

す
地
図
、
錦
絵
な
ど
の
関
連

資
料
を
は
じ
め
、
取
り
壊
し

直
前
の
江
戸
城
や
、
戦
乱

後
の
寛
永
寺
の
様
子
を
伝

え
る
古
写
真
を
紹
介
し
ま

す（
本
誌
15
ペ
ー
ジ
参
照
）。

 

（
高
橋
裕
次
）

自
じ

在
ざい

龍
りゅう

置
おき

物
もの

明珍宗察作
江戸時代・正徳3年（1713）
鉄製。長さ135cmをはかる、大
型ド迫力の威容をぜひ展示室で！

こちらは仰向けになって、
おなかを見せているポーズです

江
え

戸
ど

城
じょう

障
しょう

壁
へき

画
が

本
ほん

丸
まる

松
まつの

廊
ろう

下
か

伺
うかがい

下
した

絵
え

（部分）
狩野探淵・住吉弘貫筆
江戸時代・弘化2年（1845）
江戸城本丸などを彩った障壁
画の下絵。『忠臣蔵』で有名な
松の廊下の部分です

◉白
しろ

糸
いと

威
おどしの

鎧
よろい

鎌倉時代・14世紀
島根・日御碕神社蔵
鎌倉時代の姿を損なうこ
となく、文化2年（ 1805）
に修理されました

出
いず

雲
もの

国
くに

日
ひの

御
み

崎
さき

宝
ほう

物
もつ

頼
より

朝
とも

卿
きょう

甲
かっ

冑
ちゅう

図
ず

（日御崎
什物図第1巻のうち）
（部分）
狩野伊川院〈榮信〉筆
江戸時代・19世紀
幕府奥絵師・狩野伊川院
が模写した修理直前の白
糸威鎧の図です

◎旧
きゅう

江
え

戸
ど

城
じょう

写
しゃ

真
しん

帖
じょう

蜷川式胤編、横山松三郎撮
影、高橋由一着色
明治4年（1871）
取り壊し直前の江戸城を記
録した写真撮影の先駆的な
例です

貴
重
な
古
写
真
に
よ
る
歴
史
の
記
録

 

特
集「
江
戸
城
と
寛
永
寺
」

〜
7
月
5
日（
日
）

●
本
館　

15
室

江
戸
時
代
に
行
わ
れ
た
文
化
財
修
理

 

特
集「 

日ひ
の

御み

碕さ
き

神じ
ん

社じ
ゃ

の
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

と

模
写
図
」

〜
7
月
5
日（
日
）

●
本
館　

14
室

い
っ
そ
う
の
び
の
び
、
自
在
置
物

「
自じ

在ざ
い

と
置お

き

物も
の

」

〜
7
月
26
日（
日
）

●
本
館　

13
室
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日本美術のあけぼの
―縄文・弥生・古墳

茶の美術

入 

口

1 ̶ 1

4

本館       室

本館       室
本館       室

4
5

国宝室

茶の美術
武士の装い 
―平安～江戸

特別1室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館　　　 室

3 ̶ 3

3 ̶  2

3 ̶  1

1 ̶  21 ̶  1

日本美術のあけぼの
―縄文・弥生・古墳

仏教の美術
―平安～室町

宮廷の美術
―平安～室町

禅と水墨画
―鎌倉～室町

仏教の興隆
―飛鳥・奈良

2

仏教の美術 
―平安～室町3 ̶ 1

仏教の興隆
―飛鳥・奈良1 ̶ 2

国宝室2

6/9 火 7/5 日

7/7 火 8/2 日

◉和
わ

歌
か

体
たい

十
じっ

種
しゅ

  ◉和
わ

歌
か

体
たい

十
じっ

種
しゅ

断
だん

簡
かん

埴
はに

輪
わ

 踊
おど

る人
ひと

々
びと

古墳時代・6世紀
埼玉県熊谷市野原字宮脇　野原古墳出土
馬飼人説もありますが独創的な表現で
魅力的なトーハク君のモデルです

鎌倉時代・13世紀
銀地の鞘や金の三
鱗紋が華やかな刀
装で、その刀身も同
時に展示します

◎虚
こ

空
くう

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

鎌倉時代・13世紀
武藤山治氏寄贈

求
ぐ

聞
もん

持
じ

法
ほう

の本尊と
伊勢朝

あさ

熊
ま

山権現
の本地仏との両方
を兼ねた画像。鮮
やかな彩色が印象
的です

6/30 火 8/2 日

大
だい

般
はん

若
にゃ

経
きょう

 巻
まき

第
だい

四
よん

百
ひゃく

六
ろく

十
じゅう

五
ご

（神亀経）断
だん

簡
かん

（部分）
 奈良時代・神亀5年（728）
長屋王が制作させた日本最古の大般若経で、他に
類例のない長い麻紙を用いています

3 ̶ 2

宮廷の美術 
―平安～室町

術の流れ
戸まで、
 どる日本美術史  

山
さん

水
すい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

（部分）
「秀峰」印　室町時代・16世紀
うねりと動勢のある構図は、関東
で活躍した雪村のそれによく似てい
ます

三
さん

酸
さん

図
ず

　「 隠」印
室町時代・16世紀
立場はちがうが、酸っ
ぱいものは酸っぱい。
3人の表情にご注目く
ださい

3 ̶ 3 禅と水墨画 
―鎌倉～室町

8-9ページに掲載の作品について、音声と文字による詳しい解説を、スマートフォン向けアプリ「トーハクなび」で公開しています。一部作品は対象外となりますので、展示室でトーハクなびマーク を
ご確認ください。　＊展示室で音声ガイドをご利用になる場合は、イヤフォンが必要です。

8/30 日

両
りょう

界
かい

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

　鎌倉時代・14世紀

真言密教の世界観を、大日如来を中心とした多数
の仏・菩薩・天などで表したものです

6/28 日如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

飛鳥時代・7世紀
法隆寺献納宝物で唯一の木
彫像（クスノキ製）。光背用の
鉄の支柱も当初のものです

6/28 日

◎時
じ

代
だい

不
ふ

同
どう

歌
うた

合
あわせ

絵
え

（部分）
鎌倉時代・14世紀
時代を超え、新旧の歌人た
ちが和歌を競います

6/30 火 8/2 日

◎清
きよ

水
みず

寺
でら

縁
えん

起
ぎ

絵
え

巻
まき

 巻下
土佐光信筆　室町時代・永正14年（1517）
京都・清水寺の本尊千手観音の霊験あらたか
なお話を描きます

6/28 日

6/30 火 8/2 日

6/28 日

6/30 火

8/2 日

彫
ほり

三
み

島
しま

茶
ちゃ

碗
わん

 銘
めい

 木
き

村
むら

朝鮮　朝鮮時代・16～17世紀
広田松繁氏寄贈
日本からの注文で作られた高麗茶碗です。
彫三島で外面の花文は珍しいものです

7/12 日
10/4 日7/14 火

◎黒
くろ

糸
いと

威
おどし

二
に

枚
まい

胴
どう

具
ぐ

足
そく

江戸時代・17世紀
徳川四天王の1人
榊原康政が用いた
もので、当世具足
の優品です

7/26 日

鎌倉時代・13世紀　東京・大倉集古館蔵
実在した随身＝高貴な人に随行して警護にあたった武官を、容貌まで似せ
て生き生きと描いています

閉室中の平成館考古展示室の
代替展示を行っています。

藤原定実筆
平安時代・12世紀
東京・大倉集古館蔵
平安時代後期の写本で、
『古今和歌集』序文です。
つなぎ合わせた色とりどり
の料紙の華麗さも見どこ
ろです

◉随
ずい

身
じん

庭
てい

騎
き

絵
え

巻
まき

（部分）

青
せい

磁
じ

下
しも

蕪
かぶら

双
そう

耳
じ

花
はな

入
いれ

　中国・龍泉窯
明時代・15世紀　広田松繁氏寄贈
このつややかな若草色の釉が日本の
戦国大名や茶人たちを惹きつけました

◎台
だい

付
つき

壺
つぼ

弥生時代（後期）・1～3世紀
愛知県名古屋市熱田区高蔵町
熱田貝塚出土　徳川頼貞氏寄贈
洗練された形と巧みに塗り分けられた
彩色が、見事に調和した土器です

8/30 日

6/7 日

平安時代・11世紀

壬
み

生
ぶの

忠
ただ

岑
みね

が著したと伝え
られる歌論書。和歌を
10体に分け、それぞれ
に例歌と説明文がつけら
れています

◉和歌体十種（部分）

◉古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

序
じょ

（巻
かん

子
す

本
ぼん

）（部分）

◎三
みつ

鱗
うろこ

紋
もん

兵
ひょう

庫
ご

鎖
くさり

太
のた

刀
ち

　（◎太刀 無銘
　（号 北条太刀）の拵）



9

朝
あさ

顔
がお

狗
く

子
し

図
ず

杉
すぎ

戸
と

（部分）
円山応挙筆
江戸時代・天明4年（1784）
たまらなく愛くるしい子犬の
描写に、応挙の優しいまな
ざしが…

唐
とう

詩
し

五
ご

言
ごん

絶
ぜっ

句
く

池大雅筆
江戸時代・18世紀
植松嘉代子氏寄贈
画家として著名
な池大雅が豪快
な筆致で唐詩を
書いています

浮世絵と衣装 ―江戸

出 

口

10

5 6

能と歌舞伎

9

本館       室

本館       室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館       室

109

7 6

屛風と襖絵
―安土桃山・江戸

能と歌舞伎

暮らしの調度 
―安土桃山・江戸

書画の展開
―安土桃山・江戸

武士の装い 
―平安～江戸

本館       室

特別2室

浮世絵と衣装 
―江戸

8 ̶ 2

8 ̶  1

7

【衣装】 

【浮世絵】 

武士の装い 
―平安～江戸

七
しち

言
ごん

絶
ぜっ

句
く

　浦上玉堂筆
江戸時代・18～19世紀
水島篤子氏寄贈
文人画家として知られる
玉堂の巧みな隷書です

屛風と襖絵 
―安土桃山・江戸

能「国
く

栖
ず

」に合わせて、
江戸時代を中心とした
面・装束を紹介します。

女性役の装束を展示。本館14室の特集
「女面の表情」とともにご覧ください。

帷子や単衣、ガラス製の簪などすずし
げな夏の服飾を中心に展示します。

長
ちょう

絹
けん

 
紺
こん

地
じ

牡
ぼ

丹
たん

唐
から

草
くさ

蝶
ちょう

鳥
とり

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀
舶来品の美しい彩りの薄物
で仕立てられた長絹です

◎縫
ぬい

箔
はく

 白
しろ

地
じ

桐
きり

鳳
ほう

凰
おう

芦
あし

桜
さくら

雪
ゆき

持
もち

竹
たけ

肩
かた

裾
すそ

模
も

様
よう

安土桃山時代・16世紀
肩裾文様は室町～安土桃山時代の能で、女
性役の表着に使われました

日本美 
縄文から江
ほんものでた必見

総合文化展 ｜ 見どころ案内

本館2階

［6月q7月］

美人画や風景画など初夏のモチーフを描いた作品
を加えて展示します。

夏の風物を描いた浮世絵と
団扇のために描かれた浮世
絵を展示します。

初夏から夏の季節に合わせた
草花模様の着物を展示します。

8/2 日6/16 火

犬
いぬ

追
おう

物
もの

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

江戸時代・17世紀
弓術の作法をみがく伝統
競技。見物人たちの豊か
な表情に注目を！

6/14 日

◎山
さん

水
すい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

雲谷等顔筆
安土桃山～江戸時代・
16～17世紀
大胆な構図、繊細な
描写、雪舟に憧れた
戦国期の絵師の優品
です

鸕
う が や

草葺
ふき

不
あえずのみこと

合尊降
こう

誕
たん

図
ず

狩野探幽筆
江戸時代・17世紀
縦長の画面を生かして神話
の場面を劇的に演出した傑
作です

6/14 日

6/16 火 8/2 日

暮らしの調度 
―安土桃山・江戸8 ̶ 1

7/12 日

7/12 日

7/14 火 9/6 日

庶民から高位の遊女までさまざまな
階層の美人画と名所絵を展示します。

◎青
せい

楼
ろう

芸
げい

者
しゃ

撰
せん

・いつとみ
鳥文斎栄之筆　江戸時代・18世紀
吉原の芸者いつとみをすらりとした
立ち姿で描いた栄之の代表作です

6/9 火 7/5 日

7/7 火 8/2 日

7/14 火 9/6 日

見
み

立
たて

伊
い

勢
せ

物
もの

語
がたり

（八
や

つ橋
はし

）
鈴木春信筆　江戸時代・18世紀
『伊勢物語』第9段「八橋」を題材
に若い男女の旅姿を描いています

6/7 日

書画の展開―安土桃山・江戸8 ̶ 2

◎鼠
ねずみ

志
し

野
の

鶺
せき

鴒
れい

文
もん

鉢
はち

美濃
安土桃山～江戸時代・
16～17世紀
偶然にできた白抜きの形を
いかして、一羽のセキレイ
が岩にとまる情景を表わし
ています

網
あ

干
ぼし

鷺
さぎ

蒔
まき

絵
え

棚
たな

江戸時代・17世紀
網を干す情景は、当時の屛
風や工芸品によくみられる、
人気のモチーフです

8/2 日

帷
かたびら

子 黒
くろ

麻
あさ

地
じ

御
み

簾
す

藤
ふじ

模
も

様
よう

江戸時代・
18世紀
王朝趣味が流
行った元禄期
の雅やかな御
簾模様です

小
こ

袖
そで

 白
しろ

綸
りん

子
ず

地
じ

流
りゅう

水
すい

松
まつ

藤
ふじ

模
も

様
よう

江戸時代・
17～18世紀
唐松に流水のデ
ザインが個性的
な元禄小袖です

猫
ねこ

のすゞ み　歌川国芳筆
江戸時代・19世紀
両国での猫の納涼を描いた
団扇絵です



　随ず
い
身じ
ん
と
は
、
高
貴
な
人
に
随
行
し
て
警
護
に

あ
た
っ
た
武
官
で
す
。
武
芸
に
秀
で
、
教
養
が

あ
り
、
ま
た
見
目
美
し
く
、「
公
家
の
宝
」と
ま

で
言
わ
れ
ま
し
た
。「
随
身
庭
騎
絵
巻
」は
、
実

在
し
た
随
身
た
ち
が
馬
を
乗
り
こ
な
す
様
子

を
、
容
貌
ま
で
似
せ
て
生
き
生
き
と
描
い
た
鎌

倉
時
代
の
似
絵
の
代
表
作
で
す
。

　い
ま
東
京
国
立
博
物
館
で
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
で
休
館
中
の
東
京
・
大
倉
集
古
館
か
ら

所
蔵
品
の
一
部
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
の
総
合
文
化
展
に
は
、
国
宝「
古
今
和
歌

集
序（
巻
子
本
）」（
6
月
9
日〈
火
〉〜
7
月
5

日〈
日
〉本
館
2
室
）、
国
宝「
普
賢
菩
薩
騎
象

像
」（
10
月
27
日〈
火
〉〜
2
0
1
6
年
1
月
17

日〈
日
〉
本
館
11

室
）も
登
場
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
楽

し
み
に
。（
瀬
谷
愛
）

　あ
ざ
や
か
な
群
青
と
緑
、
清
涼
感
の
あ
る
配

色
、
元
気
に
遊
ぶ
白
や
茶
色
の
子
犬
た
ち
。
当

館
庭
園
に
立
つ
応
挙
館
の
廊
下
を
区
切
っ
た

杉
戸
絵
で
す
。
応
挙
館
は
、
も
と
愛
知
県
・
明み
ょ
う

眼げ
ん

院い
ん

の
書
院
で
明
治
期
に
三
井
財
閥
総
帥
の

益ま
す

田だ

孝た
か
し

が
移
築
し
、
昭
和
8
年（
1
9
3
3
）

に
当
館
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　円ま
る

山や
ま

応お
う

挙き
ょ

以
前
に
は
な
か
っ
た
子
犬
主
題
。

画
家
の
優
し
い
ま
な
ざ
し
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

じ
ゃ
れ
合
う
子
犬
た
ち
の
眼
や
し
ぐ
さ
の
愛
く

る
し
さ
と
い
っ
た
ら
、も
う
た
ま
り
ま
せ
ん
。キ
ャ

ン
キ
ャ
ン
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
。
前
に

立
っ
て
胸
キ
ュ
ン
キ
ュ
ン
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

 

（
山
下
善
也
）

　名
刀
の
条
件
の
ひ
と
つ
に
歴
史
上
の
人
物

の
手
を
経
て
現
在
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。こ
の
太
刀
は
、豊
臣
秀
吉
の
妻
で
あ
っ

た
高こ
う

台だ
い

院い
ん

の
も
と
に
あ
り
、
後
に
徳と
く

川が
わ

秀ひ
で

忠た
だ

へ
遺
物
と
し
て
渡
り
、
以
後
将
軍
家
に
あ
り
ま

し
た
。作
者
の
宗
近
は
、平
安
時
代
後
期
の
京
・

三
条
に
居
住
し
た
と
さ
れ
る
刀
工
で
、
こ
の
太

刀
に
は
刃は

文も
ん
に
三
日
月
形
の
打
ち
の
け（
刃
縁

に
あ
ら
わ
れ
た
筋
状
の
飛
焼
）が
多
く
み
ら
れ

る
こ
と
か
ら「
三
日
月
宗
近
」の
名
が
あ
り
ま

す
。
長
い
年
月
に
よ
っ
て
や
や
研
ぎ
減
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
刃
文
が
放
つ
光
は
今
な
お
明
る

く
、
先
人
た
ち
を
魅
了
し
た
こ
と
を
う
な
ず
か

せ
ま
す
。
ぜ
ひ
展
示
室
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

（
酒
井
元
樹
）

　本
館
16
室
で
は
1
年
に
一
度
琉
球
の
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
琉
球
の
暮
ら
し
に
関

す
る
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　泡
盛
は
沖
縄
を
代
表
す
る
蒸じ
ょ
う

留り
ゅ
う

酒し
ゅ
で
あ
り
、

14
世
紀
頃
に
は
作
ら
れ
始
め
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ヤ
ー
シ
グ
ヮ
ー
は
泡
盛
を
入
れ
て
持
ち
運

ぶ
、
い
わ
ば
携
帯
用
の
徳と
っ
く

利り

の
よ
う
な
容
器
で

す
。
椰や

子し

の
実
の
中
身
を
く
り
ぬ
い
て
、
別
作

り
の
注
ぎ
口
と
蓋ふ
た
、
底
に
は
自
立
す
る
た
め
の

台
が
付
い
て
い
ま
す
。
胴
の
格
子
目
や
連
続
す

る
円
形
の
細
工
が
、
こ
ろ
ん
と
丸
い
椰
子
の
実

と
よ
く
調
和
し
て
、
何
と
も
か
わ
い
ら
し
い
印

象
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
日
々
の
暮
ら
し
に
彩
り

を
加
え
る
普
段
使
い
の
逸
品
で
す
。（
井
出
浩
正
）

◉随身庭騎絵巻
鎌倉時代・13世紀
東京・大倉集古館蔵
前脚を跳ね上げる馬に乗る
秦久則（左）と中臣末近（右）。
それぞれ鎌倉時代と平安時代の
随身です

ヤーシグヮー　琉球　第二尚氏時代・19世紀
展示期間：  （左）6月16日（火）～7月26日（日）

 （右）7月28日（火）～ 9月13日（日）
思わず注ぎたくなるような、手に馴染むデザインです

朝顔狗子図杉戸
円山応挙筆
江戸時代・天明4年（1784）
その愛くるしさに、応挙の子犬への愛情が見て取れます

部分

◉太刀 銘 三条
　（名物 三日月宗近）
平安時代・10～12世紀
渡邊誠一郎氏寄贈

広く鑑賞されることを希
望され、ご寄贈いただい
た刀剣の一口です

10

本館
日本に出会う

総合文化展 ｜ 見どころ案内

平
安
・
鎌
倉
時
代
の
イ
ケ
メ
ン
絵
巻

国
宝 
随ず

い

身じ
ん

庭て
い

騎き

絵え

巻ま
き

7
月
7
日（
火
）〜
8
月
2
日（
日
）

本
館

　
　室  

国
宝
室

2

応
挙
の
子
犬
に
胸
キ
ュ
ン
！

朝あ
さ

顔が
お

狗く

子し

図ず

杉す
ぎ

戸と

6
月
16
日（
火
）〜
8
月
2
日（
日
）

本
館

　
　室  

書
画
の
展
開

8

満
を
持
し
て
登
場
！

長
い
年
月
を
渡
っ
て
き
た
名
刀

国
宝 

太
刀  

銘 

三さ
ん

条じ
ょ
う

（
名
物  

三み

日か

月づ
き

宗む
ね

近ち
か

）

〜
7
月
20
日（
月
・
祝
）

本
館

　
　室  

刀
剣

13

素
朴
で
か
わ
い
ら
し
い
泡
盛
容
器

ヤ
ー
シ
グ
ヮ
ー

6
月
16
日（
火
）〜
9
月
13
日（
日
）

本
館

　
　室  

ア
イ
ヌ
と
琉
球

16



　当
館
所
蔵
の
ワ
ヤ
ン
・
ク
リ（
水
牛
の
革
で

作
っ
た
影
絵
人
形
）の
う
ち
、
わ
ず
か
4
人
の

女
性
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら
、
ス
ム
ボ
ド
ロ
と
ス

リ
カ
ン
デ
ィ
を
展
示
し
ま
す
。

　 2
人
は
い
ず
れ
も
イ
ン
ド
叙
事
詩「
マ
ハ
ー

バ
ー
ラ
タ
」の
主
人
公
ア
ル
ジ
ュ
ノ
の
妻
で
す

が
、
ス
ム
ボ
ド
ロ
は
控
え
め
な
性
格
な
の
に
対

し
、
ス
リ
カ
ン
デ
ィ
は
活
発
で
、
み
ず
か
ら
弓

を
取
っ
て
戦
い
に
参
加
し
ま
す
。
彼
女
た
ち
の

人
形
は
、
顔
か
た
ち
や
大
き
さ
、
衣
装
の
細
部

ま
で
瓜
二
つ
で
す
が
、
よ
く
見
る
と
肩
よ
り
上

の
部
分
の
角
度
が
違
い
ま
す
。
ス
ム
ボ
ド
ロ
は

目
線
が
下
、
ス
リ
カ
ン
デ
ィ
は
目
線
が
上
に
な

る
よ
う
に
作
り
分
け
る
こ
と
で
、
人
柄
ま
で
も

表
現
し
て
い
る
の
で
す
。 

（
白
井
克
也
）

　朝
鮮
の
団
扇
は
、
柄
や
地
紙
に
細
や
か
な
装

飾
が
施
さ
れ
て
お
り
、
華
や
か
な
印
象
を
受
け

ま
す
。
こ
れ
ら
は
お
も
に
高
貴
な
女
性
た
ち
が

手
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

形
や
装
飾
に
よ
っ
て
芭ば

蕉し
ょ
う

葉よ
う

扇せ
ん
、
桐と
う

葉よ
う

尾び

扇せ
ん
、

太た
い

極き
ょ
く

文も
ん

扇せ
ん

な
ど
に
分
類
さ
れ
、
な
か
に
は
刺

繡
が
施
さ
れ
た
も
の
も
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た

び
ご
寄
贈
を
受
け
て
、
20
世
紀
初
頭
に
韓
国
・

全
羅
南
道
羅
州
で
つ
く
ら
れ
た
団
扇
が
新
た

に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
わ
り
ま
し
た
。
表
面
に

荏え

胡ご

麻ま

の
油
を
塗
っ
て
お
り
、
独
特
の
風
合
い

を
み
せ
て
い
ま
す
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
朝

鮮
の
団
扇
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

 

（
三
笠
景
子
）

　数
百
年
も
昔
に
つ
く
ら
れ
た
中
国
の
古
い
器
。

「
ど
ん
な
人
が
使
っ
た
も
の
だ
ろ
う
？
」「
ど
ん
な

空
間
に
置
か
れ
た
の
だ
ろ
う
？
」と
想
像
し
て
み

る
の
は
、
と
て
も
楽
し
い
こ
と
で
す
。
絵
画
作
品

の
な
か
に
は
、
高
貴
な
人
々
や
文
人
た
ち
の
饗き
ょ
う

応お
う
の
場
面
に
様
々
な
器
が
登
場
し
、
具
体
的
に

使
わ
れ
た
様
子
を
伝
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
よ
く
見
る
と
、
時
代
背
景
や
画
家
の
理
想

が
映
し
出
さ
れ
、
実
際
と
は
異
な
る
形
に
描
か

れ
た
も
の
も
あ
る
よ
う
で
す
。
画
家
が
見
た
も

の
、
そ
し
て
描
き
た
か
っ
た
も
の
と
は
何
か
？ 

当

館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら「
描
か
れ
た
器
物
」の
謎

に
迫
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
三
笠
景
子
）

　清
時
代
も
18
世
紀
の
末
頃
に
な
る
と
、
考

証
学
の
進
展
を
う
け
て
金き
ん

石せ
き

学が
く

が
盛
ん
と
な

り
、
従
来
の
書
の
流
れ
を
大
き
く
変
え
る
碑ひ

学が
く

派は

の
人
々
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

2
0
1
5
年
は
、
碑
学
派
の
中
心
人
物
と
な
っ

た
鄧と
う

石せ
き

如じ
ょ

の
没
後
2
1
0
年
、
包ほ
う

世せ
い

臣し
ん
の
没

後
1
6
0
年
、
呉ご

煕き

載さ
い
の
没
後
1
4
5
年
に

あ
た
り
ま
す
。
鄧
石
如
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
仕

官
す
る
こ
と
な
く
、
独
学
で
書
を
学
び
、
篆て
ん
書し
ょ

や
隷れ
い
書し
ょ
を
復
活
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
行
草
書
に

お
い
て
も
、
王お
う
羲ぎ

之し

の
流
れ
を
汲
む
伝
統
的
な

書
法
と
は
全
く
異
な
る
観
点
か
ら
、
新
し
い
書

風
を
創
出
し
ま
し
た
。
今
回
は
鄧
石
如
か
ら
、

理
論
家
で
も
あ
っ
た
包
世
臣
、
繊
細
な
情
感
を

盛
り
こ
ん
だ
呉
煕
載
ま
で
、
師
弟
関
係
に
あ
る

３
家
を
特
集
し
ま
す
。 

（
富
田
淳
）

行
ぎょう

書
しょ

五
ご

言
ごん

絶
ぜっ

句
く

軸
じく

鄧石如筆　
中国　清時代・18～19世紀
個人蔵
王羲之や明末清初の連綿趣
味とは全く異質な、新しい
境地をひらきました

桐葉尾扇
韓国全羅南道羅州
20世紀  湯本衛氏寄贈
柄のつけ根部分に、切り
絵風の典雅な装飾が施
されるのが特徴です
※この作品は 5月31日
（日）まで、本館特別2室
でも展示されます

銀
ぎん

鍍
と

金
きん

梅
ばい

花
か

文
もん

輪
りん

花
か

形
がた

杯
はい

中国　南宋時代・12～13世紀
唐の文人たちの姿を描いた「琴
棋書画図」。そこには宋時代に
流行した輪花形の白い杯が描
かれています

ワヤン・クリ　スムボドロ（左）、スリカンディ（右）
インドネシア、中部ジャワ　20世紀　ダナルト氏寄贈
大阪万博をきっかけに日本にやってきました

琴
きん

棋
き

書
しょ

画
が

図
ず

（4幅のうち〈棋〉）（部分）
伝任仁発筆　中国　元時代・14世紀
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東洋館
アジアを旅する

総合文化展 ｜ 見どころ案内
       「

中
国
の
書
跡
」

書
の
世
界
に
新
風
を
吹
き
込
む

特
集「
清
時
代
の
書
」

6
月
9
日（
火
）〜
8
月
2
日（
日
）

       「
中
国
の
絵
画
」

本
物
と
見
比
べ
て
く
だ
さ
い
！

特
集「
描
か
れ
た
器
物
」

6
月
30
日（
火
）〜
8
月
2
日（
日
）

       「
朝
鮮
時
代
の
美
術
」

美
し
い
団
扇
い
ろ
い
ろ

桐と
う

葉よ
う

尾び

扇せ
ん

6
月
9
日（
火
）〜
8
月
30
日（
日
）

       「
ア
ジ
ア
の
民
族
文
化
」

鮮
や
か
な
影
絵
人
形
の
世
界

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ワ
ヤ
ン
」

7
月
7
日（
火
）〜
10
月
12
日（
月
・
祝
）

8
東洋館

室

8
東洋館

室

10
東洋館

室
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室



教育普及事業

呉服商「大彦」の小袖コレクション　＊関連展示：本誌6ページ
日時：7月14日(火）　14：00～14：30　東洋館シアター
講師：高木結美(特別展室アソシエイトフェロー）
明治期に呉服商として活躍した野口彦兵衛が丹精込めて蒐集した数々の小袖。
今まで知られることのなかった「大彦」小袖コレクションの魅力をご紹介します。

キリシタン関係遺品にみる聖母マリア信仰　＊関連展示：本誌6ページ
日時：7月28日（火）　14：00～14：30　平成館企画展示室
講師：神辺知加（教育講座室主任研究員）
当館のキリシタン関係遺品にはマリア信仰を示すものが多くあります。16世
紀～19世紀までの遺品を手がかりに日本でのマリア信仰についてお話します。

知る楽しみ、学ぶ喜び

講座・講演会・解説
講演会

月例講演会「呉服商「大
だい
彦
ひこ
」の小袖コレクションについて」

日時：6月27日（土）　13：30～15：00　講師：小山弓弦葉（工芸室主任研究員）
明治期、三越とならぶ呉服商として知られた「大彦」。その創業者・野口彦兵衛
が蒐集した、江戸時代を中心とする小袖のコレクションの特色と魅力につい
てお話します。　＊関連展示：本誌6ページ

月例講演会「大谷探検隊とシルクロード美術」
日時：7月25日（土）　13：30～15：00　講師：勝木言一郎（出版企画室長）
20世紀初頭、3度にわたって西域探検を行った大谷探検隊の足跡と、彼らが
もたらしたシルクロード美術の魅力について解説します。

＊ 会場は平成館大講堂、定員380名（先着順）聴講無料（ただし当日の入館料が必要）
＊開場は開始の30分前（予定）

ギャラリートーク
古代中国漆工芸の大作　夾

きょう
紵
ちょ
大
たい
鑑
かん
　

日時：6月2日（火）  14：00～14：30  東洋館シアター  講師：谷豊信（学芸研究部長）
1月から東洋館で展示中の、古代中国のまれに見る大型漆器の謎に迫ります。

日
ひの
御
み
碕
さき
神社の甲冑と模写について　＊関連展示：本誌7ページ

日時：6月9日（火）　14：00～14：30　本館14室　講師：池田宏（上席研究員）
日御碕神社の白

しろ

糸
いと

威
おどしのよろい

鎧は文化 2年（1805）に修理されて現在の姿になりまし
た。今まで公開する機会のなかった残欠類や修理記録の文書、修理前の状態
を写した図などについて説明します。

京の姿、厳島の姿
日時：6月30日（火）  14：00～14：30
本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
講師：金井裕子（特別展室研究員）
本館7室で 6月16日（火）～ 8月2日（日）まで
展示される「洛中洛外図屛風」
「厳島遊楽図屛風」を中心にご紹介します。

インドネシアのワヤン　＊関連展示：本誌11ページ
日時：7月7日（火）  14：00～14：30　東洋館13室
講師：白井克也（考古室長）
インドネシアの伝統芸能、ワヤン・クリとワヤン・ゴレに用いられる人形を紹介します。

五感を使った美術体験

ワークショップ
［ウェブサイトフォーム］事前申込制

ワークショップ
「友禅染に挑戦！」　
着物に模様を染める技法のひとつ、友

ゆう

禅
ぜん

。絹地に、筆や刷毛を使って実際に
色を挿し、絵画のように華やかな模様をつくり出してみませんか？

日時：6月20日（土）　①10：00～12：30　②14：00～16：30
講師：東京手描友禅伝統工芸士
会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
対象：①小学4年生～中学3年生およびその保護者のペア　②高校生以上
定員：①10組20名　②15名（応募者多数の場合は抽選）
参加費：無料（ただし、保護者および大学生以上は当日の入館料が必要）
申込方法：当館ウェブサイトのフォームでお申し込みください。
＊1回の入力で①②のどちらかのみ2名まで申込可。  申込締切：6月4日（木）必着

ファミリーワークショップ
「からだが動くエビを作ってみよう」
＊関連展示：本誌7ページ

からだが本物のように動く金属の置物「自在置物」
は、とても高い技術がなければ作れません。どうやっ
て作ったのかを探る人気プログラムです。力を合わ
せ、家族でひとつ、エビの自在置物を作ってみましょう！

日時：①7月25日（土）　②7月26日（日）　各回13：00～17：00
会場：本館地下　みどりのライオン（教育普及スペース）
対象：小学生およびその保護者　定員：各回10組（応募者多数の場合は抽選）
参加費：無料（ただし、保護者は当日の入館料が必要）
申込方法：当館ウェブサイトのフォームでお申し込みください。
＊1回の入力で①②のどちらかのみ申込可。
申込締切：7月9日（木）必着

※インターネットからのお申し込みができない方は、お電話でお問い合わせください。
　TEL：03-3822-1111（代）教育普及室

［往復はがき］事前申込制
平成館考古展示室リニューアルオープン記念
考古学が熱い！

10月14日（水）にリニューアルオープンする考古展示室（本誌14ページ参照）
をより楽しんでいただくための講座です。東京国立博物館研究員と館外の
講師が館蔵品を中心に、日本の考古学についてお話します。

◆9月11日（金）　13：00～16：15
「考古学から見たアジアと日本」　白井克也（考古室長）
「弥生時代の再

さい

葬
そう

墓
ぼ

」　品川欣也（考古室主任研究員）
◆9月12日（土）　13：00～16：15
「近年の弥生時代青銅器研究の成果―銅

どう
鐸
たく
を中心に―」

難波洋三（奈良文化財研究所埋蔵文化財センター長）
「古代東アジアの武装と銘文刀剣」　古谷毅（列品管理課主任研究員）
◆9月13日（日）　13：00～16：15
「考古学からみた日本仏教」　時枝務（立正大学文学部教授）
「関東の埴輪と関西の埴輪」　高橋克壽（花園大学文学部教授）

会場：平成館大講堂　定員：380名（事前申込制、応募者多数の場合は抽選）
聴講無料（ただし、初日の入館料は必要。2日目以降は初日の受付時にお渡
しする受講券で入館いただけます。なお、受講券で特別展には入場できま
せん。）
申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に①参加者（2名まで）の氏名・ふ
りがな、②代表者の郵便番号・住所・電話番号を、「返信用表面」に郵便
番号・住所・氏名を明記のうえ、下記申込先にお送りください。
＊1枚の往復はがきで最大2名の申込可。
申込先：〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館　教育講座室「連続講座」係　申込締切：7月27日（月）必着
お問合せ：TEL：03-3822-1111（代）　教育講座室

連続講座

友禅染って、どんなふうに
作るんだろう？

かっこいいエビ、
できるかな？

12

ワヤン・クリを見せてクリ！

華麗なる
小袖の世界ね！

…ゴレが、
ワヤンよ
（ボソッ）
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あなたの鑑賞をサポート

ボランティアによる事業

アートスタジオ・こどもたちのアートスタジオ

勾
まが

玉
たま

作り
スライドをつかって古代の勾玉
について学んだ後に、滑石を加
工してオリジナルの勾玉を制作
します。完成品はお持ち帰りい
ただけます。

日時：7月5日（日）　13：30～15：30
会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
対象：小学3年生～中学生（保護者の見学可能）
定員：20名程度（応募者多数の場合は抽選）
参加費：無料（ただし、保護者は当日の入館料が必要）
申込方法：当館ウェブサイトのフォームまたは往復はがきでお申し込みくだ
さい。往復はがきの場合には、「往信用裏面」に ⑴参加者全員（2名まで）
の氏名・ふりがな・お子さんの学年、⑵参加者全員の郵便番号・住所（2名
の場合はそれぞれの住所を必ず明記してください）、⑶代表者の電話番号、
⑷保護者がご一緒の場合はその人数を、「返信用表面」に代表者の郵便番号・
住所・氏名を明記のうえ、下記申込先にお送りください。
※1回の入力あるいは1枚のはがきで、2名まで申込可。
申込先：〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9 東京国立博物館ボラ
ンティア室 「7月5日勾玉作り」係　申込締切：6月8日（月）必着

＊「東洋館シアター」とは、東洋館TNM&TOPPANミュージアムシアターのことです。
＊ 事前申込プログラムにお申し込みいただいた方には、当落に関わらずご連絡します。実施日の3日前までに受講可否の返答がない場合は、通信トラブルの可能性もありますので、各申込先に電
話でお問い合わせください。TEL：03-3822-1111（代）
＊ 各種催し物にご応募の際に提供いただいた個人情報は、当該の目的のみ使用させていただきます。終了後はすみやかに破棄します。

根
ね

付
つけ

作り
本館10室と高円宮コレクションの根付を見学した後に、焼くとかたまる樹
脂でできた粘土で根付を制作します。完成品はお持ち帰りいただけます。

日時： ①8月2日（日）　②9月6日（日）　各回13：30～15：30
会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
対象：①小学3年生～中学生（保護者の見学可能）　②高校生以上
定員：各回20名程度（応募者多数の場合は抽選）
参加費：無料（ただし、保護者および大学生以上は当日の入館料が必要）
申込方法：当館ウェブサ
イトのフォームまたは往
復はがきでお申し込みく
ださい。往復はがきの場
合には、「往信用裏面」
に ⑴参加者全員（2名ま
で）の氏名・ふりがな・
お子さんの学年、⑵参加
者全員の郵便番号・住所
（2名の場合はそれぞれの
住所を必ず明記してくだ
さい）、⑶代表者の電話
番号、⑷保護者がご一緒
の場合はその人数を、「返信用表面」に代表者の郵便番号・住所・氏名を明
記のうえ、下記申込先にお送りください。
※1回の入力あるいは1枚のはがきで、2名まで申込可。
申込先：〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9 
東京国立博物館ボランティア室「（①または②の参加希望日）根付作り」係
申込締切：①7月6日（月）   ②8月3日（月）　いずれも必着

［往復はがき、ウェブサイトフォーム］事前申込制
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研究員さんの話を聞きながら、
展示をじっくり見るほー

 Q3 誰が参加できるの？
親子で参加できる「ファミリーワークショッ
プ」や、おとなが楽しめる「一般向け」、小
学生や中学生に向けたものもあります。

 Q5 どうやって参加するの？
ほとんどのワークショップは事前申込制になっています。
当館ウェブサイトの〈催し物〉から〈ワークショップ〉のページをご覧ください。各ワー
クショップの申込フォームから、申し込めます。本誌毎号12～13ページも参考に！   
また、本館19室の「トーハクでデザイン」など、当日参加していただけるものもあ
ります。

 Q4 いつやってるの？
土・日・祝日に開催されることが多いです。
夜間開館実施日の金曜日に行うこともあり
ます。

ほほーい！トーハクのワークショップ
「ふれて納得！茶の湯の茶碗」に参加してきたほ！

ワークショップって興味あるけど、実際に体験したことないわ。

今日はそんなユリノキちゃんの
疑問に答えるほー！

なるほー……。ワークショップのことが少しわかったわ。

今度はいっしょに参加しましょ！ もちろんだほー！

セリフをとらないでほ！ ボクといっしょに参加したみんなも、
お抹茶を飲んだりお茶碗に名前をつけたり、ワークショップを楽しんでたほ。

ワークショップ について教えて！

お父さん、お母さんも一緒に楽しんでるほ！

　　   どんなワークショップが 
　　   あるの？
「勾玉作り」「お皿づくり」など自分で作るも
の、「屛風体験！」「仏像のみかた」など鑑賞す
るものがあります。また、「学芸員に挑戦！」と
いった学芸員になりきって作品の扱い方を体
験するワークショップもあります。

Q2

　　   そもそも、   
　　   ワークショップってなに？
オリジナルの作品を作ったり、研究員に話を聞
いたりする体験型のプログラムです。実際に体
験することで、展示室での鑑賞をもっと楽しむ
ことができます。

 Q1

庭園の茶室でじっさ
いに

お茶碗を使ったほー
！

金曜日の夜なら仕事帰りに参加できるほ !



イベント＆インフォメーション  

日本電設工業株式会社 様
株式会社 コア 様
大日本印刷株式会社 様
毎日新聞社 様
株式会社 大林組 様
朝日新聞社 様
株式会社 ホテルオークラエンタープライズ 様
株式会社 ミロク情報サービス 様
読売新聞社 様
三菱商事株式会社 様

株式会社 三冷社
株式会社 東京美術 様
日本通運株式会社 様
株式会社 安井建築設計事務所
株式会社 ナガホリ
松本建設株式会社 様
株式会社 古美術藪本 様
謙慎書道会 様
近代書道研究所 様
日本畜産興業株式会社 様

特別会員 団体 維持会員 団体
凸版印刷株式会社 様
ブルガリ ジャパン株式会社 様
公益財団法人 東芝国際交流財団 様
日本写真印刷株式会社 様
日本ロレックス株式会社 様
サロン・ド・ソネット 様
株式会社 ミュージアムスタイルカフェ 様
株式会社 東芝 様
株式会社 みずほ銀行 様
一般財団法人 東京国立博物館協力会 様

株式会社 東京書芸館 様
インフォコム株式会社 様
学校法人 大勝院学園 様
有限会社 システム設計 様
ＴＢＳ 様
株式会社 インターネットイニシアティブ 様
公和図書株式会社 様
株式会社 小西美術工藝社 様
有限会社 ギャラリー竹柳堂 様
株式会社 育伸社 様

東京国立博物館賛助会員　2015年5月14日現在

株式会社 モリサワ 様
アミ開発有限会社 様
光村図書出版株式会社 様
キョーリン製薬ホールディングス株式会社 様
株式会社 資生堂 様
株式会社 グラスバウハーン・ジャパン 様
株式会社 デュナミス 様
キッコーマン株式会社 様
公益社団法人 創玄書道会 様
朝陽書道会 様

一般社団法人 書芸文化院 様
株式会社 精養軒 様
株式会社 都市環境企画 様
全日本空輸株式会社 様
株式会社 清光社 様
有限会社 アトリエ・エビス 様
一般社団法人 学士会 様
公益財団法人 書道芸術院 様
アズビル株式会社 様

個人
プレミアム会員
岩間 良孝 様

特別会員
辻 泰二  様
昆 政彦 様
田中 將介 様
堀内 洋志 様
林 秀彦 様

維持会員
木村 則子 様
髙木 聖鶴 様
伊藤 信彦 様
籔内 匡人 様
服部 悦子 様
岩沢 重美 様
高田 朝子 様
齋藤 京子 様
齋藤 邦裕 様
和田 喜美子 様
佐々木 芳絵 様
藤原 紀男 様
中川 俊光 様

関谷 徳衛 様
高橋 守 様
小澤 桂一 様
上久保 のり子 様
櫛田 良豊 様
長谷川 英樹 様
池田 孝一 様
木村 剛 様
観世 あすか 様
星埜 由尚 様
渡辺 章 様
稲垣 哲行 様
飯岡 雄一 様
峯村 協成 様
髙瀬 正樹 様
坂井 俊彦 様
寺浦 信之 様
高木 美華子 様
吉原 知良 様
古屋 光夫 様
根田 穂美子 様
松本 澄子 様
是常 博 様

上野 孝一 様
北山 喜立 様
山田 泰子 様
栄田 陸子 様
岡田 博子 様
臼井 生三 様
津久井 秀郎 様
川澄 祐勝 様
神通 豊 様
櫻井 恵 様
伊佐 健二 様
永久 幸範 様
五十嵐 良和 様
石川 公子 様
青山 千代 様
藤崎 英喜 様
永田 実香 様
西岡 康宏 様
友景 紀子 様
東野 治之 様
竹下 佳宏 様
野澤 智子 様
坂田 浩一 様

池谷 正夫 様
脇 素一郎 様
青山 道夫 様
木谷 騏巳郎 様
髙梨 兵左衛門 様
渡久地 ツル子 様
汐崎 浩正 様
堤 勝代 様
平井 千惠子 様
秦 芳彦 様
髙橋 靜雄 様
田中 千秋 様
小西 晫也 様
清川 勉 様
仙石 哲朗 様
高見 康雄 様
田中 望 様
三井 速雄 様
坂詰 貴司 様
吉田 靖 様
松本 雅彦 様
篠田 喜弘 様
片山 正紀 様

伊藤 喜雄 様
井上 雄吉 様
大森 雅子 様
細川 要子 様
錦織 伸一 様
鈴木 幸一 様
秋元 文子 様
土師 詔三 様
上塚 建次 様
鏡 賢志 様
野口 圭也 様
渡邊 雪絵 様
佐藤 禎一 様
田中 榮二 様
谷川 紀彦 様
山口 隆司 様
原 一之 様
会田 健一 様
桐畑 政義 様
相良 多恵子 様
熊谷 勝昌 様
鈴木 徹 様
今里 美幸 様

福井 一夫 様
軽部 由香 様
山上 知子 様
名取 幸二 様
増渕 信義 様
要 英範 様
樽本 英信 様
本條 陽子 様
絹村 安代 様
倉片 康雄 様
栗山 哲夫 様
大口 樵翁 様
梅本 聖 様
西原 賢一 様
安田 格 様
原田 清朗 様
筑紫 みずえ 様
鳥山 玲 様
田中 信 様
岡 靖子 様
古川 晴紀 様
尾﨑 邑鵬 様
菊地 昌弌 様

岩本 光雄 様
山本 隆幸 様
榎本 享世 様
田頭 一舟 様
岡田 良雄 様
木越 純 様
井上 保 様
鈴木 春朝 様
阿部 和加子 様
師田 久子 様
井茂 圭洞 様
髙味 良信 様
野本 陽代 様
福田 倫子 様
樺澤 剛志 様
小日向 志乃 様
佐藤 貴士 様
横田 隆義 様
高橋 明子 様
村井 明美 様
廣田 穰 様
杉山 恭規 様
笹森 美子 様

小塚 泰博 様
星 八郎 様
星 弘道 様
西永 義久 様
山田 伊知郎 様
中野 俊介 様
髙木 聖雨 様
田浦 宏己 様
山中 翠谷 様
田中 節山 様
荒木 章 様
稲岡 稔 様
関口 大志 様
栁村 衛 様
新保 幸男 様
手塚 眞由美 様
井出 宗則 様
土屋 和彦 様
碓田 榮一 様
加納 隼人 様
林 和人 様
吉永 喜代子 様
清水 透石 様

佐藤 芙蓉 様
青山 慶示 様
谷内 英一 様
杭迫 柏樹 様
樋口 頴一 様
富山 仁美 様
長嶋 益子 様
鴇 晃秀 様
藤本 勝司 様
髙山 真行 様
渡辺 婦美 様
鈴木 渓泉 様
今村 正 様
李 雲莉 様
供田 扶美 様
福武 正廣 様
江幡 真史 様
竹内 和世 様
岡野 一昭 様
伊藤 彰信 様
小林 浩和 様
加藤 正叙 様
蔵口 真理 様

田中 文雄 様
宮下 雅博 様
川上 宗雪 様
一川 毅彦 様
田代 雅彦 様
中村 伸夫 様
髙橋 薫 様
清田 志郎 様
宮川 寛子 様
佐野 淑子 様
中村 光宏 様
岩瀬 郵史 様
青木 瑞枝 様
川上 陽子 様
福代 暎山 様
竹内 明世 様
平田 恭之 様
平尾 佳淑 様
水野 和良 様
三浦 基広 様
金光 真佐一 様
梅澤 鳳舞 様
羽石 史生 様

笠原 勉 様
長瀬 正行 様
武井 伸之 様
前田 寿子 様
高木 絋司 様
小河 恭子 様
田中 三伊 様
黒河 英俊 様
鈴木 健之 様
岩本 みち子 様
廣瀬 敏章 様
永野 剛志 様
堀川 佳津美 様
瀧本 篤 様
秦 貴清 様
秋元 幸雄 様
小野 透 様
菅野 良子 様
中田 公人 様
中島 米治郎 様
田中 久丸 様
神田 靖男 様
森本 晃生 様

石飛 博光 様
清原 真里 様
角田 保行 様
野田 和佳子 様
水田 渉子 様
吉原 剛一 様
春日 信彦 様
本吉 丈夫 様
重田 綾子 様
松原 聡 様
五嶋 滋之 様
藤原 秀文 様
島谷 桂子 様
笹川 統 様
檀上 静香 様
岩佐 恵子 様
竹中 洋介 様
杉浦 礼子 様
薄井 美香 様
向山 裕子 様
上島 啓祿 様
梅田 光昭 様
ほか97名2社、順不同

東京国立博物館賛助会員募集のご案内
東京国立博物館では賛助会制度を設け、当館の活動を幅広く
ご支援いただいております。賛助会員よりいただいた会費は、
文化財の購入・修理、調査研究・総合文化展・施設整備等の充実
にあてております。どうか賛助会の趣旨にご理解ご賛同をいた
だき、ご入会くださいますようお願い申し上げます。

入会日より1年（入会月の翌年同月末日まで）
有効。
◉年会費
〈団体〉 プレミアム会員　1000万円以上
 特別会員　100万円（1口）
 維持会員　20万円
〈個人〉 プレミアム会員　100万円以上
 特別会員　20万円／維持会員　5万円

◉主な特典
●特別展の内覧会にご招待
●東京国立博物館ニュースの送付
◉申込方法
当館窓口のほか、当館ウェブサイト（クレジット
カード決済）、銀行振込で随時受け付けています。
◉お問合せ
東京国立博物館総務部　賛助会担当
電話　03-3822-1111（代）

下記の展示館を一時閉室・休館します。
東洋館8室：8月3日（月）～ 9月7日（月）［展示環境整備のため］
表慶館：当面の間［展示環境整備のため］　＊特別展・催し物開催時は開館します。
法隆寺宝物館：～2016年3月14日（月）［環境整備工事のため］

東洋館8室・表慶館・法隆寺宝物館を休館します

6月23日（火）は電気設備等保守点検のため、臨時休館します。
臨時休館

東京国立博物館　初夏のコンサート～パリの香りを初夏によせて～
日時：6月21日（日）　開演14：00　開場13：30　会場：平成館ラウンジ
出演：瀬川祥子（ヴァイオリン）、佐々木京子（ピアノ）
曲目： クライスラー「ウィーン風小行進曲」「ウィーン奇想曲」、サン＝サーンス「序

奏とロンド・カプリチオーソ イ短調 作品28」、モンティ「チャルダッシュ」ほか
料金：5,000 円　友の会・賛助会割引　4,500 円（全席自由）
＊当日はコンサートチケットで総合文化展をご観覧いただけます。

主催：東京国立博物館、サロン・ド・ソネット
お問合せ：東京国立博物館 総務課イベント担当　TEL：03-3821-9270
＊月曜～金曜の9：30 ～ 17：00（土日・祝休日は除く）
＊チケットのお求め方法、並びにイベントの詳細は、当館ウェブサイトでご確認ください。

東京国立博物館　ファミリーコンサート
クラリネットだけの珍しい編成で、名曲の数々をお届けします。
日時：6月28日（日）　①開場12：30　開演13：00　② 開場14：30　開演15：00
会場：平成館ラウンジ　出演：東京クラリネット・クワイアー（演奏）、稲垣征夫（指揮）
曲目： E.シュトラウス：ポルカ「ブレーキかけずに」op.238（稲垣征夫編曲）、

J.シュトラウス：加速度ワルツop.234（稲垣征夫編曲）、J.S.バッハ：幻想
曲とフーガ ハ短調 BMW.537（磯崎敦博編曲）

料金：無料（当日の入館料が必要）　定員：200名（先着順）　＊事前予約不要
主催：東京国立博物館、東京クラリネット・クワイアー
協賛：上野のれん会、東京国立博物館ミュージアムショップ
＊イベントの詳細は、当館ウェブサイトでご確認ください。

初夏東博寄席
日時：6月20 日（土）　開演13：30　開場13：00　会場：平成館大講堂
出演：金原亭馬生、金原亭馬治、金原亭馬玉、金原亭駒松、太田その、浅茅与志江
料金：2,000 円（全席自由）
＊当日は公演のチケットで総合文化展をご観覧いただけます。

お問合わせ： 東京国立博物館 総務課イベント担当　TEL：03-3821-9270
＊月曜日～金曜日の9：30 ～ 17：00（土日・祝休日は除く）
＊チケットのお求め方法、並びにイベントの詳細は、当館ウェブサイトでご確認ください。

昨年12月よりリニューアル工事を行っていた平成館
は、4月に2階・特別展示室がオープンしました。新し
くなった展示室は、作品に合わせて色調整ができる
照明や、展示台の高さ変更が可能な独立展示ケース
の導入など、より多彩な展示を楽しんでいただける環
境になりました。10月14日（水）には、1階・考古展示
室も開室します。入り口正面に新たに設置された国宝
「埴輪 挂甲の武人」専用ケースや、江田船山古墳出土の国宝「銀象

ぞう

嵌
がん

銘大刀」
を展示する独立コーナーなど、こちらも新たな魅力満載です。どうぞお楽しみに！

平成館がリニューアルオープン

考古展示室の新しい埴輪の
展示台です

「博物館に初もうで」広告ビジュアルが
毎日広告デザイン賞準部門賞を受賞

2015年1月の「博物館に初もうで」の新聞広告が、毎
日広告デザイン賞の流通・サービス部門で準部門賞
を受賞しました。4年連続の受賞となります。メイン
ビジュアルは新春特別公開の国宝「松林図屛風」。
デザイン制作に携わった方々、また、初もうで、そし
て松

4

もうでにご来館いただいたお客様に、改めて感
謝を申し上げます。

受賞作品（新聞広告）
クリエイティブディレクター：岡田圀孝、アートディレクター：北川潤一
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東京国立博物館利用案内

開館時間：
9：30～17：00（入館は閉館の30分前まで）

● 12月までの特別展開催期間中の金曜日は20：
00まで
● 4月～ 9月までの土・日曜、祝・休日は18：00まで
● 10月2日（金）、3日（土）は22：00まで
● 10月31（土）～11月2日（月）は20：00まで

休館日：
月曜日（祝日・休日に当たる場合は開館、平日休館）
● 8月10日（月）、11月2日（月）、2016年3月28
日（月）は開館
● 6月23日（火）は電気設備等保守点検のため、
臨時休館
● 2015年の年末は12月23日（水・祝）まで開館、
2016年は1月2日（土）から開館

＊ 特別展等の開催に伴い、開館時間及び休館日は変更に
なることがあります。

総合文化展観覧料金
一般＝620（520）円　大学生＝410（310）円
●（　）内は20名以上の団体料金
● 障がい者とその介護者1名は無料。満70歳以
上、高校生以下および18歳未満の方は無料
● 敬老の日（9月21日〈月・祝〉）は、総合文化展のみ
無料

東京国立博物館ニュースの定期購読
年間（6冊分）を1,000円の送料・事務費でご自宅に
お届けします。パスポート・ベーシックと同時申し込み
で100円割引（会員期間と同一期間の購読に限る）。
＊ 次号よりご送付希望の場合、締切は7月10日（金）です。

東京国立博物館友の会＆パスポート

友の会  発行日から1年間有効

 年会費 10,300円　
＊ 継続入会（パスポート・ベーシックを含む）の場合は
9,800円

【特典】 東京・京都・奈良・九州国立博物館の総
合文化展・平常展を何度でも観覧可能。特別展
観覧券（ 12枚）の配布、そのほか本誌の定期郵
送など様々な特典があります。

パスポート  発行日から1年間有効

 一般 4,100円
 29歳以下 3,000円
 学生 2,500円

【特典】 東京・京都・奈良・九州国立博物館の総
合文化展・平常展を何度でも、特別展は1回ずつ
計6回まで観覧可能です。

ベーシック  発行日から1年間有効

 一般 1,500円
 29歳以下 1,100円
 学生 900円

【特典】 東京国立博物館の総合文化展を何度で
も観覧できます。

◉お問合せ
電話03-3822-1111（代）友の会・パスポート担当
FAX03-3821-9680

▲

各種お申込みは当館窓口・ウェブサイトまたは
　郵便振替で

［ウェブサイト］
申込フォームよりお申し込みください。クレジット
カードによる電子決済をご利用いただけます。

［郵便振替でのお申込］
● 振替用紙に郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・
電話番号・職業・年齢・性別・メールアドレスを楷
書でご記入ください。
● 振替用紙の半券が領収書になります。有効期
間終了まで保管しておいてください。
● 振替手数料はお客様負担となります。
● ご入金確認日より会員証等がお手元に届くま
で2週間程度かかります。

友の会
加入者名（振替先）東京国立博物館友の会
口座番号00160-6-406616
● 振替用紙には申込区分（新規・継続）を記入し、
［継続］の方は、有効期限内の会員証等のコ
ピーを郵送またはFAXでお送りください。

東京国立博物館ニュースの
定期購読＆パスポート・ベーシック
加入者名（振替先）東京国立博物館パスポート＆ニュース
口座番号00140-1-668060
● パスポート・ベーシックの申し込みの場合、振替
用紙に申込区分（［パスポート・ベーシック］［一
般・29歳以下・学生］）を記入し、［29歳以下］・
［学生］の方は、年齢のわかる身分証明証のコ
ピーを郵送またはFAXでお送りください。

＊一度納められた料金の払戻はいたしません。

＊ 各種イベントのお申込に際してご提供いただいた個人情報は、当該目的にのみ使用させていただきます。当館は個人情報に関する法令を遵守し、適正な管理・利用と保障に万全を尽くします。

最新情報は、ウェブサイト、
Facebook、Twitter、メールマガジンで！
東京国立博物館ウェブサイト
http://www.tnm.jp/

TNM & TOPPANミュージアムシアター
○『よみがえる江戸城 －江戸東京 上野編－』～7月5日（日）
＊関連展示：本誌7ページ
＊本作品では英語の音声ガイドを無料で提供します

○『パシェリエンプタハのミイラ（仮題）』7月8日（水）～10月12日（月・祝）
エックス線CTスキャン、三次元計測といった最新のデジタルアーカイブデー
タを用いて、骨格などの内部の様子や、棺の蓋の絵柄の再現など、「パシェリ
エンプタハのミイラ」の謎に迫ります。
＊関連展示：本誌4ページ

料金： 一般・大学生・高校生：500円、小学生・中学生：300円、未就学児、
障がい者及び同伴者1名：無料（1作品/1回あたり）

＊夏休み期間中の7月22日（水）～ 9月13日（日）は、小・中学生は鑑賞無料です。
＊総合文化展とセット購入で一般：1,000円／大学生800円
＊所要時間は約40分です。鑑賞には当日の予約が必要です。
＊演目・スケジュールは都合により変更になる場合があります。
＊詳細はウェブサイトをご覧ください。　URL http://www.toppan-vr.jp/mt/

表紙：猫のすゞみ（部分）　歌川国芳筆　江戸時代・19世紀（詳細は本誌9ページ）、ほか

「クレオパトラとエジプトの王妃展」
チケットプレゼント

本誌3ページでご紹介した「クレオパトラとエジプトの王
妃展」（ 7月11日〈土〉～ 9月23日〈水・祝〉）の無料観覧
券を抽選で10組20名様にプレゼントします。締切は7
月27日（月）必着。
＊プレゼントの応募方法
はがきに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢
ならびにこの号で一番おもしろかったページをご記入の
うえ、下記までお送りください。発表は発送をもって替え
させていただきます。
〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館　広報室「ニュース6・7月号」プレゼント係

『MUSEUM』655号（2015年4月15日発行）の掲載論文

①「《報告》法隆寺伝来・上代裂　綾幡足と錦残
欠等　―平成二十二年度修理の成果―」
沢田むつ代（当館客員研究員）・三田覚之（当
館教育普及室兼工芸室研究員）
②「《作品紹介》赤楽茶碗　銘鵺　道入作」
今井敦（文化庁）

③「《研究ノート》特集「熊めぐり」の教育展示に
関する一考察」
神辺知加（当館教育講座室主任研究員）

お問合せ： 当館ミュージアムショップまたは
中央公論事業出版（電話03-3535-1321）

定価：1,543円（税込）

資料館より－和古書・洋古書デジタル画像の公開について
当館では、所蔵する貴重な和古書、洋古書および漢籍のデジタル化を進めて
きましたが、これらを「東京国立博物館デジタルライブラリー」として公開しま
した。当館以外ではあまり所
蔵されていない貴重な本の
画像を、インターネット上で
ご覧いただけます。検索で
図版のある本だけに絞り込
む機能も用意しましたので、
近世以前の本や外国語の本
を読むことに慣れていない方
でも、様々な図版をお楽し
みいただけます。収録資料
は随時追加していきます。 「デジタルライブラリー」の閲覧画面
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1
水

2
木

11：00

3
金

4
土

時間延長（18:00まで）　 13：30　 14：00

5
日

時間延長（18:00まで）　 「勾玉作り」13：30　 14：30

6
月

休館日

7
火

「インドネシアのワヤン」14：00東洋館13室
11：00

8
水

13：30

9
木

14：00　 14：00

10
金

11
土

時間延長（18:00まで）　
【王妃】 「クレオパトラとエジプトの王妃」13:30平成館大講堂　 14：30

12
日

時間延長（18:00まで）　 13：00　 14：00

13
月

休館日

14
火

「呉服商「大彦」の小袖コレクション」14：00東洋館シアター

15
水

16
木

15：00

17
金

夜間開館（20:00まで）

18
土

時間延長（18:00まで）　 11：00（手話通訳付）　 13：30
14：00

19
日

時間延長（18:00まで）　 11：00　 11：00
12：30、14：00　 14：00　 14：30

20
月・祝

時間延長（18:00まで）　

21
火

休館日

22
水

23
木

14：00

24
金

夜間開館（20:00まで）

25
土

時間延長（18:00まで）　 「大谷探検隊とシルクロード美術」13：30平成館大講堂　  「からだが
動くエビを作ってみよう」13:00本館地下教育普及スペース　 11：00　 13：30　 14：30

26
日

時間延長（18:00まで）　  「からだが動くエビを作ってみよう」13:00
本館地下教育普及スペース　 11：00　 14：00　 14：00

27
月

休館日　【王妃】キッズデー  10：00～15：00

28
火

「キリシタン関係遺品にみる聖母マリア信仰」14：00
平成館企画展示室

29
水

30
木

31
金

夜間開館（20:00まで）

1
月

休館日

2
火

「古代中国漆工芸の大作　夾紵大鑑」14：00東洋館シアター
11：00

3
水

4
木

11：00

5
金

夜間開館（20:00まで）

6
土

時間延長（18:00まで）　 13：30　 14：00

7
日

時間延長（18:00まで）　 「勾玉作り」13:30＊1　 14：30

8
月

休館日

9
火

「日御碕神社の甲冑と模写について」14：00本館14室

10
水

13：30

11
木

14：00　 14：00

12
金

13
土

時間延長（18:00まで）　 14：30

14
日

時間延長（18:00まで）　 13：00　 14：00

15
月

休館日

16
火

17
水

18
木

15：00

19
金

20
土

時間延長（18:00まで）　 「友禅染に挑戦！」①10：00 ②14：00 本館地下教育普及スペース
11：00  13：30  14：00　初夏東博寄席13：30平成館大講堂 ＊2

21
日

時間延長（18:00まで）　初夏のコンサート14：00平成館ラウンジ ＊2

11：00　 11：00　 12：30、14：00　 14：00　 14：30

22
月

休館日

23
火

臨時休館日

24
水

25
木

14：00

26
金

27
土

時間延長（18:00まで）　 「呉服商「大彦」の小袖コレクションについて」
13：30平成館大講堂　 11：00　 13：30　 14：30

28
日

時間延長（18:00まで）　 11：00　 14：00　 14：00
ファミリーコンサート①13：00 ②15：00平成館ラウンジ

29
月

休館日

30
火

「京の姿、厳島の姿」14：00本館地下教育普及スペース

 ＝月例講演会等、詳細は本誌12ページ（特別展関連事業については、当該ページ）
 ＝ギャラリートーク、詳細は本誌12ページ
 ＝ワークショップ、詳細は本誌12ページ
 ＝託児サービス実施日（12：30～15：30）　事前予約制　有料
 ＝ボランティアによるこどもたちのアートスタジオ　事前申込制　詳細は本誌13ページ
 ＝ボランティアによる本館ハイライトツアー、集合場所 :本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる浮世絵ガイド、集合場所 :本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる陶磁ガイド、集合場所 :本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる彫刻ガイド、集合場所 :本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる樹木ツアー、集合場所 :本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる考古展示室ガイド、集合場所 :本館1階エントランス（本館1室をご案内します）

 ＝ ボランティアによる応挙館での茶会、集合場所 :本館1階エントランス（参加費500円、先着
15名、開始30分前に集合場所で整理券配布）

 ＝ ボランティアによる庭園茶室ツアー、集合場所 :本館1階エントランス（先着15名、開始30
分前に集合場所で整理券配布）

 ＝ボランティアによる英語ガイド (日本美術の流れ )、集合場所 :本館1階エントランス
 ＝ボランティアによるたてもの散歩ツアー、集合場所 :本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる近代の美術ガイド、集合場所 :本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる刀剣・武士の装いツアー、集合場所 :本館1階エントランス
 ＝ ボランティアによる東洋館ツアー、集合場所 :東洋館1階エントランス（木曜日は「仏像の旅」、
日曜日は「東洋館ハイライト」をご案内します）

※屋外で実施するツアー･ガイドは雨天の場合中止することがあります。

【王妃】＝「クレオパトラとエジプトの王妃展」関連事業、詳細は本誌3ページ
＊1 ： 事前申込制、申し込みは締め切りました
＊2 ： 有料イベント、詳細は本誌１４ページ 

「クレオパトラとエジプトの王妃展」

特別展「鳥獣戯画―京都 高山寺の至宝―」

（9/13まで）（9/23まで）

親と子のギャラリー「ミイラとエジプトの神々」

東京国立博物館2015年6月･7月の展示･催し物2015・6 2015・7




